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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 ジュリアン・ブリーム 

◼ 私が考えるアルベニスの描写音楽の最高傑作は、「コルドバ」なんだ。コルドバには有名な巨大イスラム

教寺院があって・・・・、曲の冒頭の美しい協会旋律部分は、聖歌隊の朝のお勤めなんだ。その短いイン

トロに続いて実際の曲が始まる。そしてより近代的な 19 世の街が描かれるんだ。 

◼ 古楽器の音の立ち上りは速いんだ。だから、アーティキュレーションはより明確で、だから速く演奏でき

るんだ。ただ、当時の人はゆっくり生活していたんで、あまり速く弾き過ぎることはなかっただろう。 

◼ アランフェス協奏曲を誰よりも美しく弾いたのは、イダ・プレスティだった。ただ、彼女は録音しなかっ

たし、ご主人と出会ってからはソロ演奏をしなかった。アランフェスの録音を残さなかったのは、本当に

残念だ。また、実際は、偉大なソロ演奏家なのに、そのキャリアを追求しなかったのは本当に残念だ。 

◼ 演奏とは、すさまじく激しいことだ。演奏家は、それに耐えるだけの能力を肉体的にも精神的にも、そし

て感情においても持ち合わせていなければならない。結局、芸術家という人種はとても自己中心的なん

だ。本当に、一つのことしか考えられない。真剣で大切な人間関係においては、それは悲劇になりうる。 

◼ そして、芸術家であるなら人生を恐れず、人生に傷つきやすくなければならない。 

◼ 問題は、残された時間が少なくなってきたということだ。あと 15 年も生きていたくないね。10 年で充分

かな（yakateru:今年の 8 月に亡くなったので、このインタビューから 14 年後だ） 

◼ セゴビアの演奏について：ギターの演奏会は初めてだったこともあり、ロイヤルフェスティバルホールを

満席にしたが、大きなホールに対しあまりにもギターの音が小さかった。大勢の人は集中できず、やたら

と動き、咳をし、退屈した。セゴビアは咳に怒っていたが、自分で引き起こしたことだった。私は、大き

なホールは選ばない。より小さなホールに 3 回に分けて演奏することを選ぶだろう。その方が演奏者の

負担も小さい。（えっ、セゴビアの演奏会でのイメージが違う！ 真実はこちらか・・・？） 

◼ 最近は、大きな会場で使うように大きな音の出るギターを作る傾向があるが、そうしたギターは厚かまし

くてうるさいだけの楽器だよ。楽器の音は歪んでいるし、聴き手のハートには届かない。 

◼ セゴビアは、なにを弾いても美学的には同じスタイルで弾いている。いわゆるセゴビア・スタイルで。 

 

以上、12 ページにわたるインタビュー記事は、とても濃厚で、内容が豊かなものです。 
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【森に夢見る（バリオスの生涯）、ソルの生涯 概要】  

◼ この興味ある二人の作曲家の生涯のドラマ、第 1 回ということで、それぞれ生まれや幼いことの環境等

が綴られている。ソルは、生まれた年やソルという名前の綴りについての記載が中心になっている。 

◼ バリオスはパラグアイで、ソルはスペインで、それぞれそれなりに裕福な家庭、音楽家の家族を持つ中で

育っている。話は、今からが面白くなるのだろう。2 回目以降に期待。 

 

【マエストロ養成講座】 

第 1 回は、ラグリマとアデリータ。川俣勝巳さんの講座。とても分かりやすい解説です。掲載できないのが残念。 

 

【ギター 達人への道：エドゥアルド・フェルナンデス 抜粋・概要】 

◼ フェルナンデスが伝えるギター達人への道。第 1 回目は、序論として、まず「メカニズム」について語ら

れる。彼曰く、・・・・・・ 

◼ 「ギターは下手に弾くのは容易だが、上手に弾くのは難しい楽器」との話から入る。 

◼ 「機械的に反復練習することが練習の基本である」というが、多くの場合、生徒はやる気を失ってしまう。

これでは、目的と結果が逆転してしまう。もっと、知性的で批判的考察に基づいた練習方法が必要。 

◼ 人間は、知的労力を必要としない単純な道を、ゆっくり歩むことを好み選択する生き物かもしれない。 

◼ 提案は、一足飛びで困難を克服できる練習方法である。手や指でなく、脳を働かせること。 

◼ そのためには、基本概念の定義から見直す必要がある。それは、「メカニズム」「テクニック」「学習」。 

◼ 「メカニズム」とは、ギター演奏を可能にするために体得された反射運動の集まりのこと。 

◼ 「テクニック」とは、与えられたパッセージや難所を自分のものにするためにたどるべき方法のこと。 

◼ 「学習」とは、そのメカニックとテクニックを学習すること。 

◼ 「私はギターが弾ける」という意味を考えてみよう。演奏するということは、単なるギターを楽器として

ではなく、「演奏する作品に対して、ギタリストが持つ音響的アイデアを実現するのがギターであり、演

奏家とギターの間を取り持つのが腕であり指ある」ということ。このことを意識するための実践的な方法

が、結構具体的に事細かに記載されている。フェルナンデスのこの実践的記載は、ちょっと省略してまと

めるのは困難ですね。・・・・・ 

 

ということで、第 1 回目から、熱く語られているので、2 回目以降もとても楽しみである。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」：今からギターを始めようという人、基礎からもう一度やり直そう

と考えている人向けの教本。今回は 1 回目ということで、開放弦の弾き方、低音弦・高音弦の弾き方か

ら始まる。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：チャップリンの映画「ライムライト」の主題歌「エターナリ

ー」と、ヘンデルの「私を泣かせてください」の 2 曲のソロ編曲譜を掲載。「エターナリー」は、ライ

ブ演奏で弾く私の定番になりました。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：初級・中級者向けのに演奏テクニックの再考を行うための記事。第 1 回

は、オクターブ練習の勧めということで、同時オクターブ、跳躍オクターブの演奏法について解説。 

 

その他、「話題のアーティスト」「宮下祥子の海外レポート」「クラブ・マリアデュオのインタビュー（今回は、

ギター製作家の今井雄一さんがゲスト）」等もありますが、創刊号のメインは、そんなところでしょうか。 



 

また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 

 


